汚れた足
今晩の私のレッスンは、汚れた足を洗うことについてであり、イエスが弟子たちの足を洗われたヨハネの福音書の箇所から取られています。この行為から教訓を学ぶ前に、イエスが選ばれた使徒の働きたちと集まって過越の食事をされたあの夜に何が起こったのか、振り返って確認したいと思います。この物語は実際にはルカの福音書で始まります。そこでは、イエスがペテロとヨハネを過越の食事の準備のために遣わされます。
⁷ さて、過越の小羊を種を入れないパンといっしょに食べる、その日になりました。 ⁸ イエスはペテロとヨハネを先に遣わして、過越の食事をする場所を探させました。 ⁹ 「どこへ行けば、よろしいでしょう。」 ¹⁰ 「エルサレムに入るとすぐ、水がめを運んでいる男に出会うから、そのあとについて行きなさい。 ¹¹ 彼が入った家の主人に、『私どもの先生が、弟子たちといっしょに過越の食事のできる客間を見せていただきたい、と申しておりますが』と言いなさい。 ¹² 主人は、用意万端ととのった二階の広間を見せてくれるでしょう。そこで食事の用意をしなさい。さあ、急いで。」 ¹³ 二人が町に行ってみると、何もかも言われたとおりです。こうして、食事の準備はできあがりました。
- ルカの福音書 22:7-13
ヨハネとペテロが実際に食事を用意したという事実は、その夜遅くに起こることに関係してきます。さて、有名な絵画のために、私たちは過越の食事について誤解しています。レオナルド・ダ・ヴィンチの絵画では、イエスとその使徒の働きたちが、主を中央に、使徒の働きたちをその両側にして、長方形のテーブルの椅子に座っているのが見えます。この絵画はよく知られていますが、当時の習慣からすると歴史的に不正確です。
1世紀のユダの手紙ヤ人は椅子に座るのではなく、床に置かれたクッションに左肘をついてもたれ、右手で食事をしながら、U字形または半月形の低い食卓を囲んでいました。給仕する者が容易に近づけるように、彼らは皆、食卓の片側だけに身を横たえていました。これは、ルカがイエスの後ろにいたと言っている女性が、どのようにしてイエスの足に香油を塗り始めたのかも説明しています（ルカ7:38）。もしダ・ヴィンチの絵を手がかりにするなら、そうでなければ彼女はそのために食卓の下にいなければならなかったでしょう。
もう一つの重要な要素は、当時の座席配置の習慣でした。通常、主人は食卓の右側の最初の席に座り、その隣に座る最年長者または指導者に仕え、彼を守ることができるようにしていました。次に父親または指導者が座りました。彼の隣には、通常は指導者によって選ばれた、名誉ある客が座りました。その後は、年齢または重要性の順に、他のすべての席が並びました。左側の最後の席も、重要な人物のために取っておかれました。
したがって、この情報と、ヨハネおよび他の使徒の働きたちが記していることによれば、座席の配置はおそらくこのようなものだったと考えられます。右側から始めると、ヨハネは指導者であり教師であるイエスの隣で、主人の位置に着きます。ヨハネ13:25には、ヨハネがイエスの胸にもたれかかって、イエスに質問したと記されているので、これが分かります。ヨハネがそのようにすることができたのは、イエスの隣に位置していた場合だけです。
イエスのもう一方の側には、ユダの手紙がいました。イエスが彼を選んだのか、それとも彼自身がその席に着いたのか、私たちには分かりません。私たちがこれを知っているのは、イエスご自身がユダの手紙に食べ物の一切れを手渡されたからです。繰り返しますが、彼がイエスの隣にいなければ不可能なことです。（当時は、指導者が最初の食べ物の一切れを名誉ある客に渡すのが習慣でした。）
他の者たちは、最後の席までテーブルの周りに座っており、名誉ある席の一つがペテロに与えられました。これも、ペテロがイエスに裏切り者が誰なのか尋ねるようヨハネに合図しなければならなかったことから分かります。これは、ペテロがイエスからある程度離れた場所にいたことを示唆しています。
また、ヨハネは、イエスが使徒の働きたちの足を洗ったとき、最後にペテロのところに来たと言っています。これは、ペテロがテーブルの反対側の端にいたことを示します。
さて、この席の配置について述べるのは、それによって使徒の働きたちの間の議論がどのように始まったかが説明できるからです。ルカは、彼らが食事をしている間、使徒の働きたちのうち誰が最も偉大であるかについて争いが起こったと記録しています。
また彼らの間で、やがて実現する御国でだれが一番偉いかということで議論が起こりました。
- ルカの福音書 22:24
この座席配置が正確であれば、他の使徒の働きたちが動揺した理由は容易に理解できます。
食事の準備のために遣わされたペテロとヨハネは、席次表に自分たちのための名誉ある席を二つ確保しました。そして、（すでに盗みの疑いを持たれていた）ユダの手紙は、名誉ある客の席で主の隣に座っています。そこには嫉妬、苦々しさ、そして公然たる口論へと発展する争いがあります。
このすべてのただ中で、イエスは汚れた足を洗うことによって、彼らの怒りを静め、傷ついた自尊心をくじかれます。
汚れた足を洗う
こうして、過越の食事と席の配置は、ペテロとヨハネによって準備されました。そこにはもう一つの物がありました。おそらく家の主人が残しておいたもので、水を入れたたらいと、客が到着したときにその足を洗うための前掛け、またはタオルでした。これは何らかの儀式ではなく、当時行われていた単なる一般的な礼儀でした。道はほこりっぽく汚れており、人々はサンダルを履いていました。通常、主人が歓迎と hospitality を示すために、客の足を洗う役目は最年少の奴隷に割り当てられていました。
各使徒の働きが部屋に入り、たらいと水を目にした場面を想像してみてください。しかし、自分の足を洗うことはもちろん、仲間の使徒の働きたちの足を洗うために身を低くすることも、彼らは望みませんでした。彼らは部屋に入り、食卓の席に着きました。これは「地位」に関心のある人々にはふさわしくないことでした。
彼らの行動について本当に驚くべきことは、誰一人としてイエスの足を洗おうとさえ考えなかったことです！先に述べたように、彼らが席に着くと、誰が最も偉大であるかについての論争が始まり、まさにこの時点で、イエスはお気に入りの席から立ち上がり、彼らの足を洗われます。
³ イエスは、父がすべてのものを与えてくださったことと、自分が神のもとから来て、また神のもとに帰ろうとしていることを知り、 ⁴ 夕食の席からゆっくり立ち上がり、上着を脱ぎ、手ぬぐいを取って腰に巻かれました。 ⁵ そしてたらいに水を入れ、弟子たち一人一人の足を洗い、腰の手ぬぐいでふき始められたのです。
- ヨハネの福音書 13:3-5
彼らの誰一人として互いの足、あるいはイエスの足を洗うことを考えなかったとしても、誰も立ち上がって、イエスに代わってこの卑しい仕事を引き受けようとは考えなかったことに注目してください。イエスは、ご自分がどなたであり、何をするために遣わされ、どこへ戻られるのかを知っておられたので、それでもこの謙遜な務めを引き受けられました。イエスはユダの手紙の足さえ洗われたのです！イエスがペテロのところに来られたとき、何が起こるかに注目してください。
⁶ シモン・ペテロの番になりました。ペテロは言いました。「主よ。足を洗っていただくなど、もったいなくてとてもできません。」 ⁷ イエスは言われました。「なぜこんなことをするのか、今はわからないでしょう。だが、あとでわかるようになります。」 ⁸ 「いいえ。どうかもう、おやめください」とペテロは言いはります。「もしわたしが足を洗わなければ、あなたはわたしの仲間にはなれません」とイエスは答えられました。 ⁹ するとペテロはあわてて、「そ、それなら、足だけとおっしゃらず、手も、それに頭も洗ってください」と言いました。 ¹⁰ 「水浴した者は、足だけ洗えば全身がきよくなります。今あなたがたはきよいのですが、みながみな、きよいというわけではありません。」 ¹¹ イエスはだれが裏切り者かわかっていたので、「みながみな、きよいわけではない」と言われたのです。
- ヨハネの福音書 13:6-11
ここでペテロが言っていることは、イエスがバプテスマを受けるために来られたとき、バプテスマのヨハネがイエスに言ったことを思い起こさせます。マタイ3:14で、バプテスマのヨハネは言いました。
ところが、ヨハネはそうさせまいとして言いました。「とんでもないことです。私こそ、あなたからバプテスマを受けなければなりませんのに。」
- マタイの福音書 3:14
同じように、イエスはペテロの反論に答えられます。洗足が義を成就するのだと言われたのではありません。それは、バプテスマのヨハネに対して言われたことです。むしろイエスはペテロに、今夜イエスがしておられることについて、後で理解するようになると告げられます。イエスが死んで復活された後、ペテロはイエスのすべての言葉と行いを正しい文脈の中に置くことになります。
ペテロ（バプテスマのヨハネよりもさらに向こう見ずな）は、また別の発言をします。彼は、このようにイエスがへりくだることを許そうとしません。このように主がご自身を低くされるのを見ると、彼は身がすくむ思いになります。例えば、あなたが尊敬している教師やコーチが、洗車場で働いて、チップのためにあなたの車を洗ったり、あなたの家にピザを配達したりしているとします。あなたは、その人のことで恥ずかしく思います。イエスは、ご自分によってきよめられない（洗われない）者は、ご自分と何の関わりもない、と答えられます。
今回のイエスの応答は、ニコデモが、御国の一員となるためには水と御霊によって新しくされなければならないという考えに苦悩していたときに、イエスが彼に語られたものと似ています。例えば、ニコデモは人間的な観点（人が胎に戻ること）で話していたのに対し、イエスは霊的な観点（新しく生まれること／霊的に救われること）で話していました。
この場合、ペテロは依然として足を洗うこと、そしてイエスによるこの行為がイエスの威信と地位を低くしたことについて話しています。イエスは霊的な次元で答え、イエスがあなたを洗わない限り（霊的にあなたを清めない限り）、あなたは決して清く／義とされ／救われることはできないと言われます。（そして、これを成し遂げるためにイエスが支払おうとされた代価は、足を洗うことよりも大きなものでした。）
ペテロは、イエスにこれをしていただくことをためらうなら、何らかの形で主から引き離されるかもしれないと感じ、完全に反対の極端へ走ります。「私の足だけでなく、頭も手も洗ってください。」ここでも、ニコデモの場合と非常によく似ており、イエスは、もしペテロがキリストによって洗われているなら（清められている／救われているなら）、目の前にある足を洗うことに従うだけでよい、とペテロに保証されます。それは、そもそもイエスが彼らのためにしてあげようと求められたまさにそのことでした。ペテロだけでなく、すべての使徒の働きたちも、イエスがペテロに言われたとおり、次の数日間のすべての出来事が完了したときに、何が起こっていたのかを理解することになります。彼らの汚れた足を洗うこの行為は、これから起こることを指し示す、生きたたとえでした。
主、教師、メシアは、彼らの汚れた足を洗うためにご自身をへりくだらせただけでなく、その同じ主、教師、メシアが、彼らの汚れた生活を清めるために、拷問と死に服従されたのである。彼らがこの奉仕と主の十字架との類似を見て理解するのは、主の死と復活の後になってからであった。
汚れた足の教訓
私はこのエピソードを「生きたたとえ」と呼んでいます。なぜなら、主は使徒の働きたちに謙遜についてのたとえを教えたのではなく、現実の生活の中で、実際の時間に起こる状況において、そのたとえを実演されたからです。
では、この汚れた足のたとえから、今日私たちはどのような教訓を引き出せるでしょうか。
1. 実践的であるべきものを儀式化しないように注意する
この出来事を取り上げ、そこから「儀式」を作り上げた宗教団体や教派は数多くあります。例えば、洗足木曜日――カトリック教徒や、今日に至るまで洗足の儀式を続けている他の人々の間で行われている聖週間の一部です。
その実践を儀式化すると、この主題に関するイエスの教えの本来の目的と結果が薄められ、また、どのように、いつ行うべきかなどをめぐって諸集団が議論するため、分裂を招きます。この箇所で、イエスはペテロに、足を洗うことの意義を後になって理解するようになると告げています。その後、イエスがペテロにどのように死ぬことになるのか（殉教）を説明し、また「群れを養う」務めを託したとき、ペテロは、イエスがご自身の生涯のために示された、足を洗う経験の道を見ました。
しかし、彼の著作や使徒の働きたちの教えのどこにも、彼らがこの慣習を宗教的な目的のために教えたり、命じたり、儀式化したりしていることは見られません。使徒の働きたちが宗教的な文脈でこの実践を続けなかったのであれば、私たちもそうすべきではありません。
2. 足を洗う教訓は、実際に汚れた足を洗うことについてのものだと理解する
イエスに説明していただきましょう：
¹² イエスは弟子たちの足を洗い終えると、また上着を着て席に戻り、改めてお尋ねになりました。「わたしのしたことがわかりますか。 ¹³ あなたがたはわたしを『先生』とも『主』とも呼んでいます。それはかまいません。そのとおりなのですから。 ¹⁴ その、主でも先生でもあるわたしが足を洗ってあげたのですから、あなたがたも互いに足を洗い合いなさい。 ¹⁵ わたしは模範を示したのです。わたしがしたとおりに、あなたがたもしなさい。 ¹⁶ 使用人はその主人にまさらず、遣わした人より使者のほうがまさるということもありません。 ¹⁷ このことがわかったら、すぐ実行しなさい。そうすれば祝福されるのです。
- ヨハネの福音書 13:12-17
イエスは、ご自分の生きたたとえを説明して、ここで非常に明確に語っておられます。
· もし、あなたがたの主であり教師であるわたしが、へりくだってあなたがたの汚れた足を洗うことができるなら、わたしよりも立場も知識も低いあなたがたも、当然同じことができる。
· わたしがしたことは、宗教的な儀式を作るためではなく、互いにどのように接するべきかを教えるためである。
· あなたがたがわたしの模範に従うなら、祝福される。どのようにか。あなたがたの間に調和、平和、愛、喜びがあることによってである。
ご自身が十字架につけられる前夜、また、誰が重要で誰が最も偉大であるかについて使徒の働きたちの間で激しい議論が交わされている最中に、...
イエスは、ご自分の教会を設立する責任を負った人々の間で平和と調和を保つ方法について、生き生きとした模範を彼らに残されます。汚れた足についての教訓は、使徒の働きたちにとってそうであったのと同じように、今日の私たちにとっても重要です。
これらは、今日の教会にも存在する高慢と利己的な野心という罪です。これらは、怒り、憤り、分裂、そして信徒たちの間の競争を引き起こします。私たちは今もなお、主から、足を洗う儀式を作り出すのではなく、汚れた足を洗うように求められています......
しかし、他の人の「汚れた足」に直面したときには、むしろキリストの御霊に倣いなさい。汚れた足とは、私たちの兄弟姉妹の中で、嫌悪感を抱かせたり、気に障ったりするものを表しています。それは、その人の外見かもしれません。その態度かもしれません。その人の罪や弱さかもしれません。あるいは、あなたに対するその人の接し方かもしれません。その人の最善の利益のために仕える努力をし、その人の欠点を見過ごし、あなたに対するその人の罪を赦し、その人の汚れた足にもかかわらず愛すること――これは、遠い昔のあの夜、二階の広間で、たらいと手ぬぐいを用いてキリストが示された行いです。もしあなたがキリストによって洗われたのなら、汚れた足を洗うことが、キリストに従う道です。
この箇所に基づいて、すぐに二つの疑問が思い浮かびます。
1. あなたは主によって洗われましたか。主の御名を告白し、自分の罪を悔い改め、バプテスマの水で清められたなら、主はあなたを罪と死からきよめてくださいました。
1. 最近、イエスはあなたに、誰の汚れた足を洗うよう求められましたか。あなたは使徒の働きたちのように、自分を低くし、へりくだり、自分に死ぬことをあまりにも誇り高く拒んでいませんか。
それとも、愛と奉仕のうちにたらいと手ぬぐいを取り、主の道に従いましたか。その同じ晩、同じ部屋で、イエスは少し後にこう言われました。
互いに心から愛し合うなら、わたしの弟子であることをすべての人が認めるのです。」
- ヨハネの福音書 13:35
彼は同じように、「......互いの汚れた足を洗うことにおいて」と言うこともできたでしょう。きよめられるために洗っていただく必要がある方、またはたらいと手ぬぐいをよりよく取り上げるための祈りが必要な方は、どうぞお越しください。私たちは立って賛美歌を歌います。
